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研究成果の概要（和文）：　本研究では，教師の指導行動を，教師のメタ認知の向上を通じて改善し，その効果
検証を実践場面において多角的に行うことで，その有効性をさらに高めることを目的に，以下3研究を行った。
それらは，「蓄積データ」実施による「教師の変化」について，1)質的な側面から検討，2)量的な側面から検
討，3) 「蓄積データ」を行うことでの，「児童・生徒の変化」についての検討，であった。
　これらより，「蓄積データ」を実施した教師にとって，全体的にポジティブな評価を受け，その有用性を感じ
ていることが明らかになった。また，児童・生徒においては，学級の風土，クラス内における社会的行動が，有
意に高くなることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, the following three studies were conducted with the aim of 
improving teachers' teaching behavior through the improvement of teachers' metacognition and further
 enhancing its effectiveness by verifying its effects from multiple angles in practical situations.

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　学校現場では，いじめや学級崩壊，不登校など，児童生徒を取り巻く課題が山積みにされている。そのため学
級は十分な機能を果たしにくい。このような状況の中で，教師の指導力不足の解消，あるいは教師の自身の指導
方法への固執の解消は，学校現場において取り組むべき急務であると考える。
　そこで、教師が生徒への生徒指導上の指導方法がうまくいっているか否かについて，自ら客観的に気づくこと
がきるようなプログラムとして開発したものが「蓄積データ」である。本研究は，この「蓄積データ」を活用
し，教師の指導行動を教師のメタ認知の向上を通じて改善し，その有効性をさらに高めることに対して，一定の
知見を提供しうる点に意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
今日の学校現場では，いじめや学級崩壊，不登校など，児童生徒を取り巻く課題が山積みに

されている。そのため学級は十分な機能を果たしにくい。学級経営研究会の「学級経営をめぐ
る問題の現状とその対応」に関する研究結果では，学級崩壊の 3割は教師の指導能力を超えた
問題であるが，7割は「教師の指導力不足」が原因であることが明らかにされた（文部科学
省，2000)。さらに，全国 150 事例のうち「教師の学級経営が柔軟性を欠いている」というケー
スが 104 学級と最も多かった。さらに，「子どもは変化しているにもかかわらず，ベテラン教師
の中には，以前の指導方法に固執し，時代の変化に対応できず学級崩壊を引き起こす例が多
い」という結果が示された。 
これらの状況から，教師の指導力不足の解消，あるいは教師の自身の指導方法への固執の解

消は，学校現場において取り組むべき急務であると考える。実際に，学級崩壊を起こしている
学級の担任教師や，児童生徒との関係がうまくいかないと感じている教師に対し，学級経営ス
ーパーバイザーとして介入する際，その教師の持ち味を活かしつつ，指導方法を変えることは
大変難しい。そこで鹿嶋（2016）は，このような現状に対し，教師の指導行動の改善をめざ
し，「蓄積データ」という方法を提案している。「蓄積データ」とは，Fig. 1 に示すように，各
指導場面における「課題」，その場
面で取った指導行動「やってみた
こと」，そして，それに対する「結
果」を記録する方法である。 
鹿嶋（2016）は， 教師が自身の

指導行動を記録することで，その指導行動が児童生徒の適切な行動変容につながっているか否
かを観察し，自らの指導方法を修正する方向へと向かいやすくなり，指導に固執することなく
学級崩壊を未然に防ぐことができるとしている。すなわち，自らの指導行動を自身で俯瞰する
メタ認知の能力がつけば，教師の指導行動の改善につながると考えている。メタ認知とは，認
知についての認知のことであり，一般には，認知のセルフ・モニタリングとセルフ・コントロ
ールの働きとして知られている（多鹿, 2010）。セルフ・モニタリングの概念は，Sunder
（1974）によって提唱され，対人場面での自己呈示や感情表出を調整・統制する特性として定
義されている（岩淵・田中・中里，1982）。生徒との対面場面の多い教師にとってセルフ・モニ
タリングの能力は重要な資質の一つであり（天根・川原，1987），また，Sunder（1974）は，セ
ルフ・モニタリング傾向の高い者は状況に応じて行動を決定することができることを示唆して
いる。一方，セルフ・コントロールは自己の行動を統制する特性として定義されている
（Thoresen & Mahoney, 1974）。また，セルフ・コントロール傾向の高い者は，良い対人関係を
形成することが明らかにされている（Tangney, 2004）。すなわち，これらの要素を含むメタ認
知を向上させることは，教師の指導行動の改善に有効であると考えられる。以上から，メタ認
知に着目した，鹿嶋（2016）の提案する「蓄積データ」の方法論は，教師の指導行動の改善に
有効であると考えられ，現場での活用は進んでいる。しかし，その効果は実証研究において明
らかにされていない。そこで，本研究では，「蓄積データ」の多面的な効果検討を行い，エビデ
ンスに基づいた形での，有用な教師の指導行動改善プログラムを提案することを目的にする。 
 
２．研究の目的 
 以上から，本研究では，教師を対象として，「蓄積データ」の方法を用いた介入を行い，その
効果を検討する。効果の検討に関しては，①教師側の変化と②児童・生徒側の変化の両側面か
ら行い，特に①教師側の変化に関しては，質的な側面と量的な側面からの検討を行う。 
具体的には，以下の 3つの研究を行う。(1)「蓄積データ」実施による「教師の変化」につい

て質的な側面からの検討を行う。(2)「蓄積データ」実施による「教師の変化」について量的な
側面からの検討を行う。(3)「蓄積データ」を行うことでの，「児童・生徒の変化」についての
検討を行う。これらの検討を通じて，教師の指導行動改善プログラムである「蓄積データ」の
多面的な効果検討を行う。 
 
３．研究の方法 
 (1)および(2)においては，「蓄積データ」を実施した経験のある教師に対して質問紙調査を実
施して，データ分析を行った。(3)について，質問紙調査を行った。さらに，聞き取り調査を行
った。 
 
４．研究成果 
(1)「蓄積データ」実施による「教師の変化」について質的な側面からの検討について，「蓄

積データ」実施による「教師の変化」について質的な側面からの検討をするために，その有効
性に関する検討を行った。中学校に勤務する「蓄積データ」を実施した 11名の教員に対して，
「全体的評価」，「個人内変化」，「生徒の変化」，「負担感」の項目および「蓄積データの改善
点」について，具体的にどのように感じたか，あるいはどういった点でそのように感じたかに
ついて自由記述形式による回答を求めた。その結果，第１に，全体的評価に関するポジティブ



な記述をみると，有用性を感じ，指導行動を変化させていく意識の向上や教師の主体性がみら
れ，変化に対する好感が起き，思考や方法の共有が行われていることが明らかになった。学年
や学校で取組むことで，思考や方法を共有することができ，同僚性も高まったとも考えられ
る。そして，同僚の取り組みを見ることで，自分にはなかった行動のレパートリーが増えたと
考えられる。また，生徒のせいにするのではなく，自分たちに何ができるかを考えたり，変化
を起こそうとする働きについて考えようとしたりと，教師の主体性が伺える。さらに，生徒に
プラスの変化が起こった時に嬉しいと感じることは，教師の柔軟な指導行動の強化へとつなが
ると考えられる。以上から，「蓄積データ」を行うことで，効果的な指導行動を知ることができ
るのみならず，指導行動の変化に対する主体性や，指導行動を変化させる動機づけが高まった
ことが推察される。第 2に，全体的評価に関するネガティブな記述をみると，十分な活用がで
きていないこと，取り組みへの意識の低い教員がいること，やり方や評価基準の不明瞭さ，そ
れらに対する対策として専門家の必要性を感じていることが明らかになった。以上から，蓄積
データの実施前に，蓄積データの意義や理論的背景について共通理解するための研修会等を行
うことで，教師の「蓄積データ」への動機づけを高めることができると考えられる。同時に，
蓄積データの記録の仕方についても，記入例を示しながらより具体的に提示することが必要と
考えられる。 
(2)「蓄積データ」実施による「教師の変化」について量的な側面からの検討について，「蓄

積データ」実施による「教師の変化」について量的な側面からの検討をするために，その有効
性に関する検討を行った。中学校に勤務する「蓄積データ」を実施した教員 11名に対して，
「全体的評価」，「個人内変化」，「生徒の変化」，「負担感」，「有用度」について 5件法で尋ねる
質問紙調査を行った。その結果，「蓄積データ」を実施した教員にとって，「蓄積データ」は，
全体的に実施して良かったと思われており，また今後の指導に有効であると認知されているこ
とが明らかになった。また特に，教師自身の変化について，有効であることが示唆された。一
方で，生徒の変化については，教師はあまり感じていなかった。これは，「蓄積データ」がもと
もと教師教育の方法論として開発されており，生徒への効果は，波及的なものになるためだと
考えられる。教師が生徒の変化を感じていないにしても，教師の指導行動の変化によって，生
徒が変化する可能性は十分に考えられ，今後，生徒にも教師の「蓄積データ」実施前後での自
身の変化を尋ねていく必要があると考えられる。負担度については，分析の結果，有意な差は
みられず大きな負担とはならないことが示された。文部科学省（2017）の教員勤務実態調査な
どから教員の多忙さが進んでいることが示されており，いかに現場に負担をかけずに教師教育
を行っていくか，という命題は極めて重要であると考えられる。「蓄積データ」がそれほど大き
な負担を強いない方法論であることが示されたことは，教師教育の方法論としての大きな強み
として考えられよう。 
 また，「蓄積データ」を実施した小中学校教員 54名を対象に「蓄積データ」を実施した前後
の指導行動を比較する質問紙調査を実施した。その結果，「蓄積データ」を実施する前に比べ
て，実施した後では，児童生徒理解や指導技術の得点が高まり，また，指導の柔軟性や指導に
対する内省の得点が高まることが示された。この結果から，「蓄積データ」の方法論は教師の指
導行動の改善について有効であることが示唆された，特に「蓄積データ」の狙いであるメタ認
知の向上が起きている可能性が示唆された。 
そして，(3) 「蓄積データ」を行うことでの，「児童・生徒の変化」についての検討につい

て，「蓄積データ」を行うことでの，「児童・生徒の変化」についての検討を行った。小学生
700 名，中学生 1600 名を対象に調査を行った。その結果，学級の風土，クラス内における社会
的行動は，「蓄積データ」実施前より実施後で，いずれも有意に高い値を示した。 
さらに，「蓄積データ」実施による「児童・生徒の変化」についての検討については，学校生

活場面だけでなく，授業場面における活用も視野に入れ行った。その結果，「蓄積データ」を一
覧表に記入していくことで，主体的対話的で深い学びの授業方法のひとつである「問いを創る
授業」における児童・生徒の言葉で表現される「問い」と授業のねらいの一致率が徐々に上が
ることが，授業者への聞き取り調査により明らかになった。また，(3)に関する研究成果の公表
については，「子どもの言葉で問を創る授業 小学校編」（学事出版）および「子どもの言葉で問
を創る授業 中学校編」（学事出版）の書籍の中で，授業実践における蓄積データの一覧表を示
し，より多くの現場で活用できるよう紹介されている。 
 以上，(1)から(3)の成果をまとめると，教師の指導行動を教師のメタ認知の向上を通じて改
善するための「蓄積データ」という方法は，教師が主体となって指導行動を変化させる動機づ
けが高まったことが推察された。また，「蓄積データ」実施による「児童・生徒の変化」につい
ては，学校生活場面だけではなく，授業場面においても，教師自らが導入し，その活用方法ま
で確立されたことから，本プロジェクトは教師の指導行動を教師のメタ認知の向上を通じて改
善し，その有効性をさらに高めることに対して，一定の知見を提供しうるものと考えている。 
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